
日本農芸化学会中部支部第１５９回例会

ミニシンポジウム
「翻訳とその周辺：リボソームを巡る新展開

 

」

主催：日本農芸化学会中部支部
日時：平成２２年１０月３０日（土）１３：００より
会場：名古屋大学

 

シンポジオン（名古屋市千種区不老町）
参加無料

13:00

 

開会挨拶

13:10

 

ミニシンポジウム「翻訳とその周辺：リボソームを巡る新展開」

「リボソームが止まるとき何が起こるか？～翻訳異常の

認識と品質管理の分子機構～」

稲田利文 （東北大院薬学研究科）

「コムギ胚芽無細胞翻訳系：膜タンパク質機能解析への

チャレンジ」

戸澤

 

譲 （愛媛大無細胞センター）

15:00

 

一般ポスター発表

16:30

 

懇親会および中部支部企業奨励賞 表彰式

アクセス：名古屋市営地下鉄

 

名城線「名古屋大学」下車
２番出入口より徒歩１分

 

（豊田講堂東）

問合せ先：中部支部庶務幹事

 

灘野大太 （名古屋大学大学院生命農学研究科）
〒464-8601 名古屋市千種区不老町
Tel: 052-789-4130

 

E-mail: nadano@agr.nagoya-u.ac.jp

最新情報は日本農芸化学会中部支部のホームページでご確認下さい
http://www.agr.nagoya-u.ac.jp/~jsbba/
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